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令和５年度津幡町防火標語作品 佳作 火の用心 家族で意識 第一歩 ４年 竹本 凪心

１月１日の能登半島地震からちょうど１か月となりましたが、依然として落ち着かない思いを
抱いている子供たちもいることと思います。子供たちの様子を見守り、声に耳を傾けながら、笑
顔を絶やさずに通常の教育活動を行うことで、徐々に心が落ち着き安心できることを日々願って
います。お子様の状況で気になることがありましたら、遠慮なく学校にお伝えください。
また、保護者・地域の皆様からは、能登から本校に来られた児童へ、たくさんの制服や文房具

などの物品のご提供をいただきました。「ようこそ、条南小学校へ。」「条南小学校の生活に徐々
に慣れて、楽しく学校生活を送ってくださいね。」「応援しています。」等の温かいお心が伝わっ
て参りました。心より感謝申し上げます。

第3コーナーを回り、テイクオーバーゾーンに入ります！
今年の自分から、次の学年の自分へ
２月３日は節分、４日は立春と、春は近づいています。

３学期は、次の学年のゼロ学期。子供たちは、学習の仕方を
再度見直し、今の学年の苦手を克服しようと、頑張っていま
す。本校では、「主体性を育む」ことを学校教育の柱として
います。そこで、宿題も「自分から」できるように、「自学」
について、１月１１日の昼学習で全学級で話し合いました。

全校みんなで自学を頑張り、1 月は各
学級で自学ノートを見合いました。２月
は学年で自学ノートを見合う会を行いま
す。３月は他の学年の（一つ上の学年の）
自学ノートを見て学びます。
４月から、スムーズに次の学年のスタ

ートが切れるように、今の学年の学習は、
今のうちに身に付けるよう、学校全体で
「自分のための学習」を意識付けていきたいと思います。 ↑自学についての話し合いの様子
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〈自学は何のためにするのかな〉
・自分のためになるから
・予習復習をして、勉強がよくわかるように
するため
・自分から、楽しく学習するため
・テストでいい点をとるため
・自分で進んでするので、自分のため
・自分から勉強する習慣をつけるため

〈自学で、どんなことをするのかな〉
・漢字や計算練習
・授業ノートを見て、もう一回やってみる
・教科書の問題をもう一度やってみる
・教科書を見て、予習をする
・テストで間違えた問題をもう一度する
・教科書を見て、興味のあることを調べる
・教科書を見てテスト勉強をする
・日記を書く （黒板に書かれていたものから）
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大谷翔平選手からのメッセージが付いていました。

全校放送でお知らせし、まずは、学級ごとに全校児童がグローブを手に取りました。予想以上
に軽くてやわらかくて、「夢と勇気のシンボル」に感動を抱きました。子供たちと相談して、ど
のように使うか決めたいと思います。

グローバル社会を生き抜く子供たちに、英語によるコミュニケーションに興味関心を

抱いてもらおうと、津幡町で開催されている英語スピーチコンテスト、今年で１６年目となりました。

「出場しよう」と決めるには勇気が必要だったと思いますが、「英語が上手になりたい！」という

思いを強くもっていたからこそ、チャレンジする方を選んだのだと思います。１１月ごろから、話す

内容を考え、スピーチ練習を始めていました。ALTの先生に英語で録画していただき、正しい発音を

何度も何度も聞いて、真似て練習しました。そして、最後は、間の取り方や表現力を磨き、本番に挑

みました。その結果、英語でスピーチする力がとても上達しました。シグナスの大きなステージでの

発表は緊張したと思いますが、堂々と自分の思いを英語で伝えていました。とても素晴らしかったで

す。吉田教育長様からは「継続こそ力なり」、この英語スピーチコンテストを英語上達の一つの機会

にして、英語の学習を継続してくださいとのエールをいただきました。下級生の皆さん、バトンを受

け継いでいきましょう。

学校関係各位

貴校ますますご清栄の事とお慶び申し上げます。

ロサンゼルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャー

リーガー、大谷翔平です。

この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興

味を持ってもらうために立ち上げたプログラムを紹介する

ためのものです。

この３つのグローブは学校への寄付となります。

それ以上に 私は、このグローブが私たちの次の世代に夢を

与え、勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいま

す。それは、野球こそが、私が充実した人生を送る機会を

与えてくれたスポーツだからです。

このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでも

らうために、私からのこの個人的なメッセージを学校の生

徒たちに伝えていただければ幸いです。

この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感

謝いたします。

皆様のますますのご発展をお祈り申し上げます。

野球しようぜ。

大谷翔平

６年生の部 優秀賞
条南小 上田 美羽さん

寺島 瑠愛さん
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【３年生の詩の作品から】 頭文字や言葉の面白さに注目して読んでください。

授業で「これを解決したい」という思
いをみんなで共有し、考えを出し合って
ゴールのたどり着く、こんな授業を進め
ています。
「つまり、・・・ということですか」
「たとえば、・・・ことですか」
「なるほど、・・・と思いました」
など、自分の思いを声に出してみると、
頭の中の考えがはっきりしてきます。
２月は、対話カードも用いながら、自分
たちで、対話を盛り上げ、学習を盛り上
げて一生懸命考える楽しい授業にしてい
きたいと思います。

２月の生活目標は、次の学年に上がるま
でに身に付けたいめあてを各クラスで話し
合い、一丸となって取り組みます。話し合うこ
とで、自分たちの生活を振り返り、めあてが
できますので、主体性を培うことにもつなが
ります。自分たちで決めたことを、学級全体
で取り組み、レベルアップを期待を目指しま
す。

２月１日の全校集会では、５，６年生が話
し合っためあてを発表しました。
６の１ 毎日５善しよう
６の２ 凡事徹底：するべきことはする

時間を守る
６の３「凡事徹底」あいさつ 言葉づかい
５の１ みんなが喜ぶあいさつをしよう
５の２ 明るいクラスにしよう
５の３ 正しい言葉づかいをしよう

自分から自分で

姿勢がよいと、
脳が活性化し、
学習に集中でき
ます。
学校でも、ご

家庭でも、よい
姿勢を意識して
過ごしましょ
う。

１月１７日には地震と津波
の避難訓練を行いました。放
送をよく聞いて、落ち着いて
避難ができました。
安全に過ごすために、危険

を予知するトレーニングの話
をします。周りをよく見る、
慌てず落ち着いて行動するこ
とを改めて習慣づけていきた
いと思います。
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